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地域とともに育つ、生き生きあそうづっ子
福井市麻生津小学校

１ 取り組みの概要
（１）地域や家庭と学校の連携実績 （２）地域人材の活用（のべ人数）

項 目 回 数 講師･ゲストティーチャー

地域･学校協議会 ３ 回 ５６人

（含：低ボラ）中学校区を単位とした協議会 １ 回 授業ボランティア

地域及び家庭への学校公開 １０回 ２３人

登下校支援ボランティア

２０００人（３）特色ある活動

その他（図書ボランティア）

１４０人
テーマ「 」健康や体力づくり

具体的活動内容

①コミュニティーランチの実施

学校・家庭・地域が連携して食育推進を図る

ために、年３回のコミュニティーランチを実施

した。１回目は学校給食を試食していただきな

がら、栄養職員から学校給食のねらい、栄養、

献立について説明を行った。２回目は教室にて

児童とともに配膳や給食をとっていただき、子

どもたちの食生活の改善や望ましい基本的な生

活習慣について考えてもらう機会とした。３回

目は今年度お世話になったボランティアやサポ

ーターの方々を招待し、感謝の集いを行うとと

もに、一緒に給食をとることで地域の方々との

ふれあいを行った。

②学校保健安全委員会

全校児童および地域・保護者対象に「心の健康」の大切さについて、児童による委員会の発表

と講演会を行った。保健委員会は生活実態調査アンケートの結果報告、キラキラ言葉の紹介、エ

ンカウンターを行い、給食委員会は心の健康に大切な食

生活紙芝居を実施した。その後、落語家、はやおき亭貞

九郎氏の「笑いとは・・・心と体のビタミン剤」という

演目の落語を体育館で聴き、大いに笑った。この日は第

２回地域・学校協議会も兼ねていたため、場所を会議室

に移し、学校医さんをアドバイザーに招き、麻生津小児

童の健康診断結果からの考察や生活実態調査から見えて

きた、麻生津っ子の健康について話し合った。

成果と課題

子どもたちの健康や食育に関しては学校だけで行うものではなく、家庭の協力が不可欠である

が、保護者の意識には温度差がある。地域の方を巻き込み、給食の試食会を行い子どもたちの給

食の様子を見てもらうことで、地域ぐるみで健康や食育に関する意識を高めてもらうために行っ

ているコミュニティーランチは効果がある。次年度は学校からの発信だけでなく 「マイ弁当の、

日」なども設け、ＰＴＡと協力して食育の意識を高めていける新たな方策を考えていきたい。




